
林
道

事
業

1
1

治
山

事
業

3
6

0

計
3
7

1

3
7

1

道
路

事
業

6
0

計
6

0

河
川

・
ダ

ム
及

び
海

岸
事

業
3

3

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

1
7

1

計
2
0

4

港
湾

整
備

事
業

1
1

水
産

関
係

公
共

事
業

（
漁

港
整

備
事

業
、

漁
港

海
岸

事
業

）
3

3

計
4

4

街
路

事
業

0
0

都
市

公
園

事
業

0
0

下
水

道
事

業
0

0

計
0

0

生
産

基
盤

整
備

事
業

1
1

0

農
村

整
備

事
業

0
0

農
地

保
全

事
業

5
0

計
1
6

0

4
6

8

8
3

9
合

計

経
済

産
業

部

経
済

産
業

部
計

森
林

・林
業

局

交
通

基
盤

部

道
路

局

農
地

局

交
通

基
盤

部
計

河
川

砂
防

局

港
湾

局

都
市

局

平
成

2
9
年

度
　

公
共

事
業

事
後

評
価

実
施

事
業

部
名

局
名

事
業

種
別

対
象

事
業

箇
所

数
特

記
事

項
事

後
評

価
実

施
箇

所
数

（
要

綱
対

象
）

資
料

6
-
1

資料6-1



平
成

2
9
年

度
公

共
事

業
事

後
評

価
選

定
箇

所
表

資
料

6
-
2

(県
事

業
：
経

済
産

業
部

所
管

事
業

）
(単

位
：
百

万
円

）

事
業

期
間

上
段

：
当

初
　

上
段

：
当

初
　

Ａ
変

動
率

下
段

：
実

績
　

下
段

：
実

績
　

Ｂ
Ｂ

／
Ａ

H
4
～

H
2
3

1
,5

1
2

H
4
～

H
2
3

1
,5

0
6

H
1
9
～

H
2
3

2
2
5

H
1
9
～

H
2
3

1
2
8

H
2
0
～

H
2
3

1
7
7

H
2
0
～

H
2
3

1
0
8

H
2
1
～

H
2
4

8
8

H
2
1
～

H
2
3

8
7

H
1
7
～

H
2
0

3
3
0

H
1
7
～

H
2
3

3
4
9

H
2
3

1
0
7

H
2
3

1
0
3

H
2
0
～

H
2
3

7
9

H
2
0
～

H
2
3

4
2

H
2
1
～

H
2
3

9
0

H
2
1
～

H
2
3

6
8

H
2
2
～

H
2
4

8
0

H
2
3
～

H
2
3

7
1

H
2
3
～

H
2
3

2
4

H
2
3
～

H
2
3

2
6

H
2
1
～

H
2
２

1
2
5

H
2
1
～

H
2
3

1
3
5

H
2
0
～

H
2
3

5
8

H
2
0
～

H
2
3

5
9

Ｈ
2
0
～

H
2
2

4
4
9

Ｈ
2
0
～

H
2
3

1
1
6

Ｈ
2
0
～

H
2
2

1
2
1

Ｈ
2
0
～

H
2
3

1
1
2

Ｈ
2
3

1
6

H
2
3

1
6

○
1

森
林

整
備

保
全

事
業

（
林

道
）

林
道

事
業

竹
ノ

沢
線

静
岡

市
受

益
区

域
内

の
森

林
整

備
の

促
進

に
資

す
る

骨
格

的
な

林
道

の
整

備

開
設

し
た

林
道

を
活

用
し

森
林

整
備

が
実

施
さ

れ
る

と
と

も
に

、
森

林
資

源
の

循
環

利
用

が
進

ん
で

い
る

。
林

道
開

設
　

8
,9

8
3
ｍ

1
.0

0

荒
廃

の
き

ざ
し

の
あ

る
渓

流
な

ど
の

荒
廃

危
険

山
地

の
崩

壊
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
3
基

1
.0

8

1
2

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

保
安

林
改

良
筏

場
(西

幡
)

伊
豆

市

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
　

1
3
6
.1

2
h
a

1
.0

2

9
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

復
旧

治
山

土
肥

(中
野

峯
)

伊
豆

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
3
基

護
岸

工
5
1
.4

m
山

腹
工

0
.4

0
h
a

0
.8

9

8
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

復
旧

治
山

東
田

中
(境

の
尾

)
御

殿
場

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
3
基

0
.7

6

7
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

奥
地

保
安

林
保

全
緊

急
対

策
須

原
（
須

郷
川

）
下

田
市

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
　

9
5
.0

3
h
a

0
.5

3

6
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

山
地

災
害

総
合

減
災

対
策

治
山

大
鍋

（
大

鍋
川

）
河

津
町

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
2
基

、
流

路
工

2
0
.8

m
0
.9

6

№
事

業
種

別
事

業
名

箇
所

名
関

係
市

町

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

特
記

事
項

Ｈ
2
9
年

度
事

後
評

価
実

施
事

業
目

的
事

業
効

果
事

業
内

容

全
体

事
業

費

1
5

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

山
地

災
害

総
合

減
災

対
策

治
山

梅
ヶ

島
(カ

ナ
ク

ズ
レ

)
静

岡
市

災
害

に
よ

り
発

生
、

拡
大

し
た

山
腹

荒
廃

地
を

緊
急

に
復

旧
整

備
す

る
。

山
腹

荒
廃

地
も

復
旧

し
、

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

土
砂

の
流

出
は

見
ら

れ
な

い
。

山
腹

工
0
.1

3
h
a

1
.0

0

1
4

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

奥
地

保
安

林
保

全
緊

急
対

策
日

向
静

岡
市

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

1
3

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

水
源

森
林

再
生

対
策

吉
原

静
岡

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
3
基

流
路

工
1
4
7
.7

ｍ
山

腹
工

0
.1

0
h
a

本
数

調
整

伐
7
9
.2

3
h
a

0
.2

6

谷
止

工
5
基

本
数

調
整

伐
4
5
.6

8
h
a

0
.9

3

1
1

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

山
地

災
害

総
合

減
災

対
策

治
山

土
肥

(天
金

地
区

)
伊

豆
市

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
3
基

山
腹

工
0
.3

0
h
a

1
.0

8

1
0

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

予
防

治
山

湯
ヶ

島
(三

本
橋

)
伊

豆
市

5
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

地
域

防
災

対
策

総
合

治
山

大
川

（
熊

明
川

）
東

伊
豆

町
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
７

基
、

床
固

工
4
基

、
護

岸
工

1
2
9
.9

m
、

山
腹

工
0
.2

6
h
a、

森
林

整
備

5
0
.0

0
h
a

1
.0

6

4
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

山
地

災
害

総
合

減
災

対
策

治
山

江
奈

（
江

奈
沢

）
松

崎
町

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
４

基
、

山
腹

工
0
.2

5
h
a

0
.9

9

3
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

奥
地

保
安

林
保

全
緊

急
対

策
宇

久
須

（
神

田
川

）
西

伊
豆

町
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
3
基

、
本

数
調

整
伐

1
0
4
.9

6
h
a

0
.6

1

2
森

林
整

備
保

全
事

業
（
治

山
）

奥
地

保
安

林
保

全
緊

急
対

策
岩

科
北

側
（
岩

科
川

上
流

）
松

崎
町

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
1
基

、
森

林
整

備
1
8
9
.4

8
h
a

0
.5

7
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Ｈ
2
3

2
0

H
2
3

2
0

H
2
0
～

H
2
2

1
0
8

H
2
0
～

H
2
3

1
1
3

H
2
3

6

H
2
3

6

H
2
3

2
5

H
2
3

2
5

H
2
3

2
2

H
2
3

2
2

H
2
2
～

H
2
5

1
2
4

H
2
2
～

H
2
3

8
7

H
1
6
～

H
2
3

5
2
5

H
1
6
～

H
2
3

2
9
4

H
2
3

3
1

H
2
3

3
2

H
2
1
～

H
2
3

7
1

H
2
1
～

H
2
3

6
8

H
2
0
～

H
2
3

2
1
4

H
2
0
～

H
2
3

2
1
2

H
2
3

4

H
2
3

5

H
2
3

2

H
2
3

2

H
2
3

2
3

H
2
3

2
3

H
1
8
～

H
2
1

1
8
7

H
1
8
～

H
2
3

1
7
6

H
2
0
～

H
2
3

2
3
2

H
2
0
～

H
2
3

1
5
5

H
2
2

3
9

H
2
2
～

H
2
3

3
7

H
2
3

2
1

H
2
3

2
2

山
腹

工
　

0
.1

5
h
a

1
.0

5
3
2

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

予
防

治
山

小
川

（
小

田
）

浜
松

市
荒

廃
の

き
ざ

し
の

あ
る

山
腹

な
ど

の
荒

廃
危

険
山

地
の

崩
壊

等
を

未
然

に
防

止
す

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

山
腹

荒
廃

地
も

復
旧

し
、

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

土
砂

の
流

出
は

見
ら

れ
な

い
。

山
腹

工
　

1
.0

4
h
a

0
.6

7

3
1

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

予
防

治
山

佐
久

間
町

佐
久

間
（
大

岩
辻

）
浜

松
市

荒
廃

の
き

ざ
し

の
あ

る
渓

流
な

ど
の

荒
廃

危
険

山
地

の
崩

壊
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
　

2
基

0
.9

5

3
0

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

復
旧

治
山

春
野

町
豊

岡
（
日

向
山

）
浜

松
市

災
害

に
よ

り
発

生
、

拡
大

し
た

山
腹

荒
廃

地
を

緊
急

に
復

旧
整

備
す

る
。

2
9

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

復
旧

治
山

龍
山

町
瀬

尻
（
カ

マ
サ

ワ
）

浜
松

市
災

害
に

よ
り

発
生

、
拡

大
し

た
山

腹
荒

廃
地

を
緊

急
に

復
旧

整
備

す
る

。

山
腹

荒
廃

地
も

復
旧

し
、

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

土
砂

の
流

出
は

見
ら

れ
な

い
。

山
腹

工
　

0
.6

5
h
a

0
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4

2
8

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

保
安

林
緊

急
改

良
中

田
島

町
浜

松
市

塩
害

等
に

よ
り

松
が

枯
れ

、
機

能
低

下
し

た
保

安
林

に
つ

い
て

、
改

植
工

を
行

い
、

保
安

林
機

能
の

維
持

強
化

を
図

る
。

改
植

工
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

改
植

工
　

3
1
4
h
a

1
.0

0

2
7

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

保
安

林
改

良
（
林

水
連

携
）

奥
泉

川
根

本
町

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
　

5
.7

7
h
a

1
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0

2
6

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

保
安

林
改

良
（
林

水
連

携
）

下
泉

川
根

本
町

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
　

1
0
.2

7
h
a

1
.2

5

2
5

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

奥
地

保
安

林
保

全
緊

急
対

策
（
林

水
連

携
）

萩
間

沢
藤

枝
市

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

治
山

ダ
ム

工
　

２
基

山
腹

工
　

　
　

1
.7

5
h
a

森
林

整
備

　
4
7
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5
h
a

0
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森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

山
地

災
害

総
合

減
災

対
策

治
山

瀬
戸

ノ
谷

藤
枝

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

治
山

ダ
ム

工
　

6
基

0
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6

2
3

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

予
防

治
山

横
山

沢
島

田
市

荒
廃

の
き

ざ
し

の
あ

る
渓

流
な

ど
の

荒
廃

危
険

山
地

の
崩

壊
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

治
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ダ
ム

工
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2

森
林

整
備

保
全

事
業

（
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）

水
源

森
林

再
生

対
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元
藤

川
川

根
本

町
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。
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林

整
備
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h
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森
林

整
備

保
全

事
業
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治

山
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復
旧

治
山

迎
山

沢
川

根
本

町
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。
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路

工
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m
山

腹
工

0
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5
h
a

0
.7
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0

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

予
防

治
山

井
ノ

木
沢

藤
枝

市
荒

廃
の

き
ざ

し
の

あ
る

渓
流

な
ど

の
荒

廃
危

険
山

地
の

崩
壊

等
を

未
然

に
防

止
す

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

治
山

ダ
ム

工
　

１
基

1
.0

0

1
9

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

予
防

治
山

ウ
シ

口
川

根
本

町
荒

廃
の

き
ざ

し
の

あ
る

山
腹

な
ど

の
荒

廃
危

険
山

地
の

崩
壊

等
を

未
然

に
防

止
す

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

山
腹

工
　

0
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2
h
a

1
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1
8

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

保
安

林
改

良
東

藤
川

川
根

本
町

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
　

1
6
.7

6
h
a

1
.0

0

静
岡

市
荒

廃
の

き
ざ

し
の

あ
る

山
腹

な
ど

の
荒

廃
危

険
山

地
の

崩
壊

等
を

未
然

に
防

止
す

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

山
腹

工
0
.2

5
h
a

1
.0

0
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7

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

復
旧

治
山

会
下

沢
島

田
市

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
5
基

山
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工
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5
h
a
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1
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森
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整
備

保
全

事
業
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山
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予
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治
山

上
落

合
(黒

倉
)
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森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

水
源

流
域

地
域

保
全

（
水

源
森

林
再

生
対

策
）

横
川

（
光

南
）

浜
松

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。
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止

工
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固
工
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工
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h
a

森
林
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備
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h
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数

調
整

伐
に

よ
り

、
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安
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能
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復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
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h
a
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森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

水
源

流
域

広
域

保
全

水
窪

町
奥

領
家

（
瀬

戸
野

）
浜

松
市

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。
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山
腹

工
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a
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林

整
備

　
1
1
5
.9
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h
a

0
.9

4

3
4

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

保
安

林
改

良
水

窪
町

山
住

（
ナ

キ
沢

）
浜

松
市

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

3
3

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

保
安

林
改

良
（
保

安
林

緊
急

改
良

）
水

窪
町

山
住

（
下

口
谷

）
浜

松
市

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
　

8
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6
h
a

1
.0

6

3
7

森
林

整
備

保
全

事
業

（
治

山
）

奥
地

保
安

林
保

全
緊

急
対

策
佐

久
間

町
相

月
（
柳

沢
）

浜
松

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
　

2
基

森
林

整
備

　
2
7
.8

7
h
a

0
.8

4

菊
川

市
現

道
狭

隘
区

間
を

迂
回

す
る

バ
イ

パ
ス

整
備

交
通

円
滑

化
、

安
全

性
の

向
上

延
長

　
１

，
５

０
０

ｍ
幅

員
　

１
６

ｍ
1
.0

5

4
5

河
川

・
ダ

ム
・
海

岸
事

業
統

合
河

川
環

境
整

備
事

業
二

級
河

川
　

都
田

川
（
佐

鳴
湖

）
浜

松
市

広
域

河
川

改
修

事
業

一
級

河
川

　
御

殿
川

三
島

市
三

島
市

鶴
喰

地
区

他
を

氾
濫

、
浸

水
被

害
か

ら
守

る
。

概
ね

3
0
年

に
１

度
の

豪
雨

に
対

し
、

浸
水

被
害

の
軽

減
が

図
ら

れ
た

。
河

川
改

修
　

0
.9

7
5
km

（
護

岸
）

0
.8

6

4
3

道
路

事
業

道
路

改
築

事
業

（
主

）
掛

川
浜

岡
線

○
水

質
に

つ
い

て
は

、
「
浄

化
対

策
検

討
委

員
会

」
で

対
策

検
討

及
び

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
継

続
し

て
い

く
。

○
現

状
が

悪
化

し
な

い
よ

う
、

引
き

続
き

、
「
～

み
ん

な
で

つ
く
る

佐
鳴

湖
～

佐
鳴

湖
水

環
境

向
上

行
動

計
画

」
を

推
進

し
て

い
く
。

4
2

道
路

事
業

道
路

改
築

事
業

（
主

）
焼

津
森

線
掛

川
市

狭
隘

区
間

を
解

消
し

、
歩

道
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
全

で
円

滑
な

交
通

の
確

保
を

図
る

。
交

通
円

滑
化

、
安

全
性

の
向

上
延

長
　

５
８

０
ｍ

幅
員

　
８

．
５

ｍ
0
.8

8

4
4

河
川

・
ダ

ム
・
海

岸
事

業

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
9
年

度
事

後
評

価
実

施

全
体

事
業

費

延
長

　
７

０
５

ｍ
幅

員
　

１
６

ｍ
橋

梁
工

　
５

５
．

７
ｍ

1
.0

2
交

通
円

滑
化

、
安

全
性

の
向

上

№
関

係
市

町
箇

所
名

事
業

名

3
8

道
路

改
築

事
業

（
主

）
下

佐
ヶ

野
谷

津
線

河
津

町
現

道
狭

隘
区

間
を

迂
回

す
る

バ
イ

パ
ス

整
備

事
業

種
別

道
路

事
業

4
7

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

火
山

砂
防

（
総

合
交

付
金

）
姥

子
沢

御
殿

場
市

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

2
2
戸

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

0
.8

8

4
0

道
路

事
業

道
路

改
築

事
業

（
－

）
山

中
湖

小
山

線
小

山
町

国
道

２
４

６
号

の
中

島
IC

改
良

工
事

に
合

わ
せ

交
通

の
円

滑
化

、
拠

点
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
向

上

延
長

　
２

５
０

ｍ
幅

員
　

９
．

７
５

ｍ
橋

梁
工

　
４

８
．

５
ｍ

1
.2

4

3
9

道
路

事
業

道
路

改
築

事
業

（
－

）
下

田
南

伊
豆

線
南

伊
豆

狭
隘

区
間

を
解

消
し

、
安

全
で

円
滑

な
交

通
の

確
保

を
図

る
。

交
通

円
滑

化
、

安
全

性
の

向
上

延
長

　
４

５
２

ｍ
幅

員
　

１
０

ｍ
1
.0

0

4
1

道
路

事
業

道
路

改
築

事
業

（
主

）
富

士
白

糸
滝

公
園

線
富

士
宮

市
狭

隘
区

間
を

解
消

し
、

安
全

で
円

滑
な

交
通

の
確

保
を

図
る

。
交

通
円

滑
化

、
安

全
性

の
向

上
延

長
　

７
６

０
ｍ

幅
員

　
８

．
０

ｍ
1
.0

0

C
O

D
値

が
環

境
基

準
値

を
超

過
す

る
佐

鳴
湖

の
水

質
改

善
を

図
る

。

佐
鳴

湖
水

環
境

向
上

行
動

計
画

の
水

質
改

善
目

標
（
C

O
D

：
8
.0

m
g/

l未
満

）
を

達
成

し
た

。

浚
渫

・
覆

砂
　

V
=
1
0
7
,0

0
0
m

3
窒

素
浄

化
施

設
　

N
=
1
箇

所
湖

岸
植

栽
　

A
=
7
,0

0
0
m

2
1
.1

8

4
6

河
川

・
ダ

ム
・
海

岸
事

業
地

域
自

立
・
活

性
化

交
付

金
事

業
二

級
河

川
　

巴
川

（
麻

機
遊

水
地

）
静

岡
市

基
準

値
を

超
過

す
る

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

が
確

認
さ

れ
た

麻
機

遊
水

地
の

環
境

改
善

を
図

る
。

底
質

の
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
濃

度
に

つ
い

て
は

、
環

境
基

準
を

達
成

し
た

。
固

化
処

理
　

A
=
9
9
,8

4
9
m

2
1
.3

4

資料6-4



事
業

期
間

上
段

：
当

初
　

上
段

：
当

初
　

Ａ
変

動
率

下
段

：
実

績
　

下
段

：
実

績
　

Ｂ
Ｂ

／
Ａ

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
9
年

度
事

後
評

価
実

施

全
体

事
業

費
№

関
係

市
町

箇
所

名
事

業
名

事
業

種
別

H
2
1
～

H
2
5

2
5
0

H
2
1
～

H
2
4

2
1
7

H
2
4
～

H
2
4

2
0
5

H
2
4
～

H
2
4

1
2
9

H
2
2
～

H
2
5

1
2
0

H
2
2
～

H
2
4

1
3
6

H
2
2
～

H
2
6

1
7
0

H
2
2
～

H
2
4

1
8
5

H
1
7
～

H
2
0

4
2
2

H
1
7
～

H
2
4

5
7
6

H
2
1
～

H
2
4

1
3
0

H
2
1
～

H
2
4

1
5
2

H
2
1
～

H
2
3

1
8
0

H
2
1
～

H
2
4

2
2
5

H
1
2
～

H
2
1

8
0
0

H
1
2
～

H
2
4

7
6
8

H
2
1
～

H
2
4

1
3
0

H
2
1
～

H
2
4

1
3
0

H
2
0
～

H
2
4

1
8
0

H
2
0
～

H
2
4

2
5
9

H
2
1
～

H
2
4

1
0
5

H
2
1
～

H
2
4

1
4
1

H
2
2
～

H
2
4

8
0

H
2
2
～

H
2
4

7
4

H
2
1
～

H
2
4

1
4
7

H
2
1
～

H
2
4

2
1
2

H
2
0
～

H
2
4

2
0
0

H
2
0
～

H
2
4

2
1
5

H
2
2
～

H
2
4

1
1
0

H
2
2
～

H
2
4

9
4

H
2
1
～

H
2
4

9
0

H
2
1
～

H
2
4

1
0
0

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

下
船

原
原

之
前

伊
豆

市
が

け
崩

れ
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

5
9
戸

擁
壁

工
　

2
7
1
ｍ

1
.4

4

5
6

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

河
内

入
沢

5
9

6
0

6
1

5
7

5
8

○
5
2

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

通
常

砂
防

（
全

国
防

災
枠

）
安

良
里

坂
本

川
西

伊
豆

町
土

石
流

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

保
全

人
家

戸
数

　
6
戸

下
田

市
が

け
崩

れ
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

1
0
戸

擁
壁

工
　

1
5
3
ｍ

1
.0

0

5
5

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

地
す

べ
り

対
策

事
業

上
村

浜
松

市
地

す
べ

り
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

8
7
戸

集
水

井
　

6
基

集
排

水
ボ

ー
リ

ン
グ

　
7
,5

4
8
ｍ

（
1
7
1
本

）
横

ボ
ー

リ
ン

グ
　

9
0
0
m

（
2
4
本

）

0
.9

6

5
4

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

火
山

砂
防

（
全

国
防

災
枠

）
安

居
山

沢
富

士
宮

市
土

石
流

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
1
1
戸

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

1
.2

5

保
全

人
家

戸
数

　
2
7
戸

砂
防

堰
堤

工
　

２
基

1
.3

6

5
3

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

通
常

砂
防

（
全

国
防

災
枠

）
植

田
西

沢
浜

松
市

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

1
4
戸

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

1
.1

7

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
1
1
戸

擁
壁

工
　

1
3
2
ｍ

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
1
3
戸

擁
壁

工
　

2
0
1
ｍ

0
.8

5

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

西
野

田
N

o
.3

島
田

市
が

け
崩

れ
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

3
5
戸

擁
壁

工
　

3
7
4
ｍ

1
.4

4

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

勝
間

大
沼

牧
之

原
市

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
1
7
戸

擁
壁

工
　

3
7
4
ｍ

1
.0

8

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

上
稲

子
北

ヶ
谷

戸
富

士
市

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
1
0
戸

擁
壁

工
　

2
8
3
ｍ

1
.3

4

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

松
富

一
丁

目
静

岡
市

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
2
7
戸

擁
壁

工
　

1
3
5
ｍ

0
.9

3

1
.1

1

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

石
原

八
幡

ヶ
谷

Ａ

5
1

通
常

砂
防

（
全

国
防

災
枠

）
坂

本
川

静
岡

市
土

石
流

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

河
津

町
土

石
流

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

1
.0

9

5
0

通
常

砂
防

（
一

括
交

付
金

）
荻

入
沢

1
.1

3
砂

防
・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

保
全

人
家

戸
数

　
1
3
戸

6
3

6
2

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

東
伊

場
稲

葉
山

浜
松

市

菊
川

市

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

火
山

砂
防

（
総

合
交

付
金

）
河

内
川

沼
津

市
土

石
流

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
3
7
戸

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

0
.8

7

4
9

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

火
山

砂
防

（
総

合
交

付
金

）
奥

の
沢

川
小

山
町

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

2
4
戸

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

0
.6

3

4
8

資料6-5



事
業

期
間

上
段

：
当

初
　

上
段

：
当

初
　

Ａ
変

動
率

下
段

：
実

績
　

下
段

：
実

績
　

Ｂ
Ｂ

／
Ａ

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
9
年

度
事

後
評

価
実

施

全
体

事
業

費
№

関
係

市
町

箇
所

名
事

業
名

事
業

種
別

H
1
7
～

H
2
1

9
5
2

H
1
7
～

H
2
4

1
,3

7
2

H
1
4
～

H
2
2

2
,5

6
3

H
1
4
～

H
2
3

1
,7

7
7

H
6
～

H
1
8

1
,6

4
8

H
6
～

H
2
3

2
,4

5
5

S
6
3
～

H
1
9

1
,4

6
3

S
6
3
～

H
2
3

1
,4

6
3

H
1
7
～

H
2
2

8
3
4

H
1
7
～

H
2
3

5
5
6

H
2
0
～

H
2
5

3
3
6

H
2
0
～

H
2
3

3
0
0

H
2
0
～

H
2
3

9
4

H
2
0
～

H
2
3

9
2

H
2
0
～

H
2
2

4
4
3

H
2
0
～

H
2
3

4
4
3

H
2
1
～

H
2
3

4
2

H
2
1
～

H
2
3

4
0

H
2
2
～

H
2
3

2
4

H
2
2
～

H
2
3

1
9

H
1
8
～

H
2
2

2
5
8

H
1
8
～

H
2
3

2
1
3

H
1
2
～

H
1
6

7
2
2

H
1
2
～

H
2
3

7
3
4

H
2
0
～

H
2
3

2
9
4

H
2
0
～

H
2
3

2
7
1

H
2
0
～

H
2
3

4
2
0

H
2
0
～

H
2
3

4
0
1

H
2
1
～

H
2
2

2
5
9

H
2
1
～

H
2
3

2
0
6

H
2
0
～

H
2
2

4
2
0

H
2
0
～

H
2
3

1
9
3

熱
海

市
網

代
漁

港
広

域
水

産
物

供
給

基
盤

整
備

事
業

（
特

定
）

水
産

関
係

公
共

事
業

（
水

産
基

盤
整

備
）

港
湾

機
能

の
向

上
を

図
る

浜
松

市
浜

名
港

港
湾

改
修

事
業

港
湾

整
備

事
業

1
.4

4
航

路
浚

渫
　

8
0
,0

0
0
ｍ

3
物

揚
場

　
1
,3

9
2
ｍ

放
置

艇
を

恒
久

施
設

へ
係

留
し

、
周

辺
環

境
対

策
が

図
ら

れ
た

。
○

港
湾

区
域

内
の

放
置

艇
（
プ

レ
ジ

ャ
ー

ボ
ー

ト
）
の

恒
久

係
留

施
設

の
整

備

6
5

6
6

安
全

で
効

率
的

な
漁

業
活

動
の

場
が

確
保

さ
れ

、
漁

業
の

操
業

稼
働

日
数

が
増

加
し

た
。

ま
た

、
陸

揚
待

ち
漁

船
の

減
少

に
よ

り
、

陸
上

作
業

の
効

率
化

が
図

ら
れ

た
。

防
波

堤
 延

長
8
0
m

  
-
3
.5

m
岸

壁
 延

長
6
0
m

船
揚

場
　

延
長

7
0
m

道
路

　
延

長
7
3
5
ｍ

用
地

　
面

積
1
2
,5

0
0
㎡

用
地

護
岸

　
延

長
4
5
m

0
.6

9
○

水
産

関
係

公
共

事
業

（
海

岸
保

全
施

設
整

備
等

）
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業
（
侵

食
対

策
）

焼
津

漁
港

焼
津

市
津

波
・
高

潮
、

侵
食

に
よ

る
背

後
地

へ
の

浸
水

を
防

止
し

、
住

民
の

生
命

と
財

産
を

守
る

た
め

、
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

を
行

う
。

背
後

地
へ

の
浸

水
が

防
止

さ
れ

る
と

と
も

に
、

陸
閘

の
遠

隔
操

作
化

に
よ

り
、

津
波

発
生

時
等

に
お

け
る

迅
速

か
つ

的
確

な
操

作
体

制
が

可
能

と
な

っ
た

。

階
段

式
護

岸
　

延
長

6
7
9m

陸
閘

電
動

化
、

遠
隔

化
　

8
基

離
岸

堤
嵩

上
げ

　
延

長
5
0
0m

養
浜

　
4
5
,0

0
0 

1
.4

9
○

7
3

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

牧
之

原
島

田
市

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

水
管

理
設

備
等

の
更

新
に

よ
り

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
農

業
用

水
の

安
定

供
給

が
図

ら
れ

た
。

水
管

理
、

制
御

設
備

　
1
式

0
.7

9

7
2

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

入
出

湖
西

市

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

排
水

機
場

の
更

新
に

よ
り

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
農

業
生

産
基

盤
の

安
定

が
図

ら
れ

た
。

排
水

路
　

延
長

1
1
3
m

0
.9

5

7
1

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

浅
羽

袋
井

市

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

排
水

機
場

の
更

新
に

よ
り

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
農

業
生

産
基

盤
の

安
定

が
図

ら
れ

た
。

排
水

機
場

　
2
箇

所
1
.0

0

水
管

理
、

制
御

設
備

　
1
式

0
.6

7

6
9

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

花
川

用
水

浜
松

市

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

用
水

路
の

更
新

に
よ

り
、

施
設

の
長

寿
命

化
と

農
業

用
水

の
安

定
供

給
が

図
ら

れ
た

。
管

水
路

　
延

長
1
,6

9
3
m

0
.8

9

湛
水

防
除

事
業

五
島

東
・
河

輪
浜

松
市

排
水

機
場

を
整

備
し

、
農

地
及

び
人

家
等

の
湛

水
被

害
を

未
然

に
防

止
し

、
農

業
生

産
の

維
持

と
農

業
経

営
の

安
定

を
図

る
。

施
設

機
能

の
更

新
に

よ
り

、
生

活
環

境
の

保
全

と
農

業
生

産
基

盤
の

維
持

、
農

業
経

営
の

安
定

が
図

ら
れ

た
。

排
水

機
場

　
1
箇

所
0
.4

6

7
8

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

農
道

保
全

対
策

事
業

天
宮

森
町

基
幹

的
農

道
の

機
能

保
全

対
策

及
び

緊
急

対
策

を
行

い
、

地
域

農
業

の
た

め
の

通
作

及
び

２
次

輸
送

路
並

び
に

一
般

交
通

路
と

し
て

の
機

能
維

持
を

図
る

。

農
道

の
更

新
整

備
に

よ
り

、
安

定
し

た
農

業
生

産
基

盤
の

保
全

と
地

域
生

活
等

の
維

持
が

図
ら

れ
た

。

舗
装

　
延

長
2
2
7
m

、
法

面
保

護
　

延
長

1
3
0
m

0
.8

0

7
6

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
牧

之
原

仁
田

牧
之

原
市

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

を
行

い
、

生
産

力
の

強
化

と
農

業
経

営
の

安
定

化
に

よ
る

担
い

手
の

支
援

を
図

る
。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
、

生
産

性
の

向
上

と
担

い
手

に
よ

る
効

率
的

、
安

定
的

な
農

業
経

営
、

地
域

農
業

の
振

興
が

図
ら

れ
た

。

畑
地

か
ん

が
い

　
面

積
3
7
.8

h
a

0
.9

2

7
5

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
中

瀬
浜

松
市

6
7

水
産

関
係

公
共

事
業

（
水

産
基

盤
整

備
）

漁
港

環
境

整
備

事
業

福
田

漁
港

磐
田

市

6
8

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

須
部

機
場

浜
松

市

7
0

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

大
井

川
右

岸
掛

川
市

御
前

崎
市

景
観

や
余

暇
機

能
が

向
上

す
る

と
と

も
に

、
漁

業
就

労
者

の
労

働
環

境
の

改
善

や
作

業
効

率
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

護
岸

　
延

長
5
8
0
m

用
地

　
面

積
1
9
,5

8
7
㎡

緑
地

　
面

積
1
9
,5

8
7
㎡

1
.0

0

7
4

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

経
営

体
育

成
基

盤
整

備
事

業
大

浜
掛

川
市

○

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

水
管

理
設

備
等

の
更

新
に

よ
り

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
農

業
用

水
の

安
定

供
給

が
図

ら
れ

た
。

畑
地

の
総

合
的

な
基

盤
整

備
と

担
い

手
の

育
成

を
併

せ
行

い
、

生
産

力
の

強
化

と
農

業
経

営
の

安
定

化
を

図
る

。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
、

生
産

性
の

向
上

と
担

い
手

に
よ

る
効

率
的

、
安

定
的

な
農

業
経

営
、

地
域

農
業

の
振

興
が

図
ら

れ
た

。

農
業

用
排

水
施

設
　

延
長

1
,1

1
5
m

区
画

整
理

　
面

積
3
0
h
a

1
.0

2

水
田

の
総

合
的

な
基

盤
整

備
を

行
い

、
生

産
力

の
強

化
と

農
業

経
営

の
安

定
化

を
図

る
。

排
水

施
設

の
整

備
に

よ
り

、
生

産
性

の
向

上
と

担
い

手
に

よ
る

効
率

的
、

安
定

的
な

農
業

経
営

、
地

域
農

業
の

振
興

が
図

ら
れ

た
。

排
水

路
　

延
長

2
,5

9
0
m

、
暗

渠
排

水
　

面
積

6
9
.7

h
a

0
.8

3

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
、

生
産

性
の

向
上

と
担

い
手

に
よ

る
効

率
的

、
安

定
的

な
農

業
経

営
、

地
域

農
業

の
振

興
が

図
ら

れ
た

。

畑
地

か
ん

が
い

　
面

積
4
6
.8

h
a

0
.9

5

揚
水

機
場

の
更

新
に

よ
り

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
農

業
用

水
の

安
定

供
給

が
図

ら
れ

た
。

揚
水

機
場

　
2
箇

所
0
.9

8

6
4

7
7

農
業

農
村

整
備

事
業

（
生

産
基

盤
整

備
）

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
牧

之
原

片
浜

牧
之

原
市

7
9

農
業

農
村

整
備

事
業

（
農

地
保

全
）

漁
港

利
用

及
び

住
民

と
の

交
流

の
円

滑
化

を
目

的
と

し
、

漁
港

に
お

け
る

良
好

な
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

を
形

成
す

る
た

め
の

緑
地

の
整

備
を

行
う

。

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

を
行

い
、

生
産

力
の

強
化

と
農

業
経

営
の

安
定

化
に

よ
る

担
い

手
の

支
援

を
図

る
。

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

水
産

資
源

の
持

続
的

利
用

と
良

好
な

水
産

物
を

安
全

で
効

率
的

に
供

給
を

図
る

と
と

も
に

、
漁

業
活

動
の

円
滑

化
を

図
り

、
良

好
な

生
活

環
境

の
形

成
を

目
的

と
し

た
漁

港
施

設
の

整
備

を
行

う
。

資料6-6



事
業

期
間

上
段

：
当

初
　

上
段

：
当

初
　

Ａ
変

動
率

下
段

：
実

績
　

下
段

：
実

績
　

Ｂ
Ｂ

／
Ａ

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
9
年

度
事

後
評

価
実

施

全
体

事
業

費
№

関
係

市
町

箇
所

名
事

業
名

事
業

種
別

H
2
0
～

H
2
2

1
5
9

H
2
0
～

H
2
3

1
5
3

H
2
1
～

H
2
2

1
2
2

H
2
1
～

H
2
3

1
0
6

H
2
2
～

H
2
3

1
2

H
2
2
～

H
2
3

6

H
2
2
～

H
2
3

6
0

H
2
2
～

H
2
3

5
0

道
路

・
街

路
事

業
の

継
続

実
施

中
は

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

中
で

あ
り

、
全

線
供

用
時

点
で

評
価

対
象

と
す

る
。

8
0

農
業

農
村

整
備

事
業

（
農

地
保

全
）

た
め

池
等

整
備

事
業

大
島

焼
津

市

治
水

機
能

が
劣

っ
て

い
る

農
業

用
河

川
工

作
物

の
応

急
対

策
を

行
い

、
農

地
及

び
人

家
等

へ
の

洪
水

被
害

を
未

然
に

防
止

す
る

。

治
水

機
能

の
改

善
に

よ
り

、
生

活
環

境
の

保
全

と
農

業
生

産
基

盤
の

維
持

、
農

業
経

営
の

安
定

が
図

ら
れ

た
。

頭
首

工
　

1
箇

所
0
.9

6

8
2

農
業

農
村

整
備

事
業

（
農

地
保

全
）

土
地

改
良

施
設

耐
震

対
策

事
業

松
毛

川
三

島
市

大
規

模
地

震
に

対
す

る
耐

震
性

が
確

保
さ

れ
て

い
な

い
施

設
の

耐
震

対
策

を
行

い
、

農
地

及
び

人
家

等
へ

の
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
。

排
水

機
場

の
耐

震
化

に
よ

り
、

生
活

環
境

の
保

全
と

農
業

生
産

基
盤

の
維

持
、

農
業

経
営

の
安

定
が

図
ら

れ
た

。

排
水

機
場

耐
震

対
策

　
1
箇

所
0
.5

0

治
水

機
能

の
改

善
に

よ
り

、
生

活
環

境
の

保
全

と
農

業
生

産
基

盤
の

維
持

、
農

業
経

営
の

安
定

が
図

ら
れ

た
。

頭
首

工
　

1
箇

所
0
.8

7

取
水

施
設

の
耐

震
化

に
よ

り
、

農
業

生
産

基
盤

の
維

持
、

農
業

経
営

の
安

定
が

図
ら

れ
た

。
取

水
施

設
耐

震
対

策
　

1
箇

所
0
.8

3
8
3

土
地

改
良

施
設

耐
震

対
策

事
業

秋
葉

取
水

口
浜

松
市

農
業

農
村

整
備

事
業

（
農

地
保

全
）

8
1

農
業

農
村

整
備

事
業

（
農

地
保

全
）

た
め

池
等

整
備

事
業

瀬
戸

川
原

藤
枝

市

大
規

模
地

震
に

対
す

る
耐

震
性

が
確

保
さ

れ
て

い
な

い
施

設
の

耐
震

対
策

を
行

い
、

農
地

及
び

人
家

等
へ

の
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
。

治
水

機
能

が
劣

っ
て

い
る

農
業

用
河

川
工

作
物

の
応

急
対

策
を

行
い

、
農

地
及

び
人

家
等

へ
の

洪
水

被
害

を
未

然
に

防
止

す
る

。
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